


















要約:1992 年～1993年度に医学中央雑誌及び Index Medicus に見られた SIDS 関連文献 208

編の文献学的検索を行った。疫学では、イングランド・ウエールズの 1.3、イスラエルの

O.47～O.90、ニュージーランドの 3.53、神奈川県の O.34 という発生頻度の報告がみられ、

うつ伏せ寝を止めれば本症は減少するという報告が多く、添い寝との関係を論じる報告も

みられた。病因・病態では、昨年度に引続き、脳幹部の形態と機能に関するものが多くみ

られたが、感染も発症と密接な関係にあるのではないかという報告も見られた。スクリー

ニング、ホームモニタリング、家族への対応といった分野では総説が主であり、研究論文

の報告はほとんど見られなかった。


